
【セクター】

【市場】

【業績】 （単位︓売上、純利益は百万ドル、EPS、DPS、BPSはドル、ROE、⾃⼰資本⽐率は％）

決算期 売上高 純利益 EPS DPS BPS ROE 自己資本比率

17年12月期 7,932 -3,805 - 0.00 - - 23.7

18年12月期 11,270 -2,908 - 0.00 - -55.8 28.3

19年12月期予想 12,915 -5,856 -4.51 0.00 11.0 -118.6 -

※EPS︓1株当たり利益、DPS︓1株当たり配当、BPS︓1株当たり純資産、ROE︓株主資本利益率 （出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【主要指標】 　

図表1 配⾞サービスの利⽤回数 図表2 四半期の売上・利益の推移

　　　 　

（SBI証券　投資情報部　榮　聡） （更新⽇ 19/11/27）
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　　　　（出所）BloombergデータよりSBI証券が作成 　　　（出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【会社の⾒⽅】
主⼒の「配⾞サービス」は、スマホのアプリを使って⾃動⾞の所有者・運転者と、移動⼿段として⾃動⾞に乗りたいユーザーを結びつけるプラッ
トフォームで、利⽤顧客が⽀払った額の78％がドライバーの取り分、22％がウーバーの取り分となって売上に計上される仕組みです（18年
12月期）。同社は米国を中心に同サービスを世界63ヵ国、約700都市で展開、利⽤は急速に広がっています。しかし、18年10-12月
期に同社のサービスを利⽤した⼈数（ユニークユーザー数）は対象地域の2％にとどまり、成⻑は始まったばかりだとしています。

【⾒通し・注目点】
19年7-9月期は総利⽤額が前年同期⽐29％増、利⽤回数が同31％増、売上が同30％増と順調に拡大、調整後EBITDA（利払
い、税⾦、償却前利益）の⾚字は5.9億ドルで、前年同期の4.6億ドルからは悪化も、19年4-6月期の6.6億ドルからは改善しています。
11/25（月）にロンドン交通局が同社のドライバー管理の不備を理由に営業免許を更新しませんでした。ロンドンは米国と並んでサービス
の成熟度が⾼く、このため利益率も⾼い市場であるため、業績の⿊字化を遅らせる影響があると考えられます。

【企業概要】
2009年3月にサンフランシスコで設⽴された配⾞サービスの会社です。2010年に他社に先駆けてスマホアプリによる配⾞サービスを開始、
グローバルに展開して世界最大⼿となっています。配⾞サービスを主⼒に、シナジーが期待される出前の「ウーバー・イーツ」、荷物配送の
「ウーバー・フレイト」も展開します。中国の滴滴出⾏（ディディチューシン）、東南アジアのグラブ、ロシアおよびCIS諸国のヤンデックスタク
シーに出資しています。5月初旬に公募価格45ドルで上場、11月初旬にロックアップ期⽇を通過しています。

本資料は投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成されたもので、個々の投資家の特定の投資目的、または要望を考慮しているもの

ではありません。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いします。万一、本資料に基づいてお客様が損害を被っ

たとしても当社及び情報発信元は一切その責任を負うものではありません。本資料は著作権によって保護されており、無断で転用、複製又は販売

等を行うことは固く禁じます。
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